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Georg Thieme ¥1erlag，Stuttgart，1973. Pp. 220 
初版は 1957年で第 6版の改訂版である。ドイツの本にはめずらしい実用書で，
ベドサイドで手もとにおいてすぐさま利用できるといろ各科の臨床医家向けの実
際的なモノグラムで，疾患別，症候別の適応，使用方法，その場合注意すべき副
作用など，本分の外側のスペースに見出しとしていている点などきわめて気をつ
かった親切な本といえる。
まず結論として，副腎皮質ホノレモンの機能別の活性ステロイドと生理作用につ
いて述べられ，次にそれらのホルモンの調節機構，ついで現在市販されている合
成ステロイド剤も含めたステロイド剤とその特色が書かれである。
各論の臨床応用編としてはアジソン病などの原発性副腎不全や，下垂体性の副
腎不全症の代償療法，先天性副腎性器症候群の下垂体抑制療法の実際にふれてい
る。
ついで薬理的療法として各種薬理作用と適応症，それと裏腹の関係にある副作
用が述べられているが，投与量，投与期間などいくつかのパターンに分けて述べ
られている点などドイツ流のわり切り方と思われ， リウマチ， 翠原病疾患は別々1
に投与方法と適応の程度，それによる治療効果などが示され，アレJレギー疾患は
気管支端息やアナフィラキシーショックなど個々につき実際的に書かれている。
また，感染症の使用の適応と，投与上の注意事項などウイノレス性疾患も含めて述べ
られている。また一般的に特殊な使用法と考えられる白血病や悪性リンパ腫など
に対しては他の抗白血病剤の併用方法など文献をあげてその理論が述べられてい
る。問題の多い肝炎の治療，心血管系，腎疾患の治療，神経疾患の治療，小児の
投与方法，皮庸科的療法，ステロイド剤の剤形，含量も一応わり切って著者なり
の判断で述べられている。また本書の特色としては各章のあとに代表文献がのっ
ているので，さらに詳細に検討したい折に大変都合がよい。ただドイツ系の雑誌
が多いので少々のかたよりがあるが，その方を調べたい場合に都合がよい。
また文章は大変わかりやすいのでドイツ医学を学ばれた方，またドイツ語も女IJ
っておきたいと思われる方にもおすすめする。中l床はアメリカ医学によるそれと
余り変りがない事を知った。索引も行き届いており，おそらく臨床医家向けの副
腎皮質ホJレモン療法のドイツでの決定版であろうと思う。(熊谷 朗)
〔千葉医学 50，264，1974) 
